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まちの の新年度予算

使いみちはこうなります

中
学
三
年
生
ま
で
の

医
療
費
を
無
料
化

平
成
28
年
10
月
よ
り

定例会
月３

新
年
度
予
算
も
、
５
億
３
８
０

０
万
円
ほ
ど
の
基
金
を
繰
り
入

れ
て
い
る
が
、
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
今
後
の
方
針
は
。

繰
入
金
の
増
額

要
因
は
、
く
ら
て

病
院
へ
の
繰
出
金
を
こ
れ
ま
で
総
額

の
二
分
の
一
を
当
初
予
算
に
計
上
し

て
い
た
が
、
全
体
の
総
計
主
義
に
の

っ
と
っ
て
こ
れ
を
見
直
し
当
初
予
算

か
ら
計
上
し
ま
し
た
。

今
回
中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
や
、
大
き
な
財
源
を

伴
う
新
規
事
業
の
財
源
手
当
て
な
ど

財
政
基
準
の
考
え
は
。

財
政
的
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
子
育

て
支
援
を
や
っ
て
い
く
こ
と
で
決
定

し
ま
し
た
。

　

行
政
は
利
益
を
生
み
ま
せ
ん
が
、

町
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
の

後
押
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
政
策
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
考
え
ま
す
し
、
行
政
の
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。

問政
策
推
進
課
長

問町 

長

主
な
質
疑

　

平
成
28
年
３
月
定
例
会
が
、
３
月

２
日
～
17
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提

案
の
平
成
28
年
度
各
会
計
の
当
初
予

算
９
件
や
平
成
27
年
度
一
般
会
計
等

補
正
予
算
６
件
、
条
例
の
制
定
・
改

正
・
廃
止
な
ど
16
件
、
計
画
策
定
２

件
、
そ
の
他
４
件
を
審
議
し
原
案
の

と
お
り
可
決
・
認
定
・
承
認
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

　

ま
ち
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳

出
予
算
（
使
う
お
金
）
は
、
子
育
て

世
代
の
保
護
者
の
経
済
的
支
援
と
し

て
、
平
成
28
年
10
月
よ
り
中
学
三
年

生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
と
す
る

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
補
修
・
点
検
工
事
等
、
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
と
し
て
農
地
の
暗

渠
排
水
事
業
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
歳
入
予
算
（
入
っ

て
く
る
お
金
）
は
、
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
、
国
、
県
か
ら
の
支
出
金
や

町
債
（
町
の
借
金
）
な
ど
の
依
存
財

源
が
大
き
く
占
め
た
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
当
初
予

算
総
額
は
70
億
５
１
８
７
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
賛
成
９
・
反
対
２
で
可
決

平成 28年度一般会計当初予算
■前年度比１億 5,457 万円（2.2％）増



80億円

70億円

60億円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円

0

平成 28 年度
当初予算合計

70 億 5,187 万円
（100.0％）

平成 27 年度
当初予算合計

68 億 9,730 万円
（100.0％）議会費

9,954 万円
（1.4％） 総務費

8 億 6,728 万円（12.3％）

民生費
26 億 1,978 万円

（37.2％）

衛生費
9 億 2,922 万円（13.1％）

農林水産業費
2 億 3,233 万円

（3.3％） 土木費
6 億 7,731 万円（9.6％）消防費

3 億 881 万円
（4.4％） 教育費

5 億 4,390 万円（7.7％）
公債費

7 億 1,203 万円（10.1％）

その他
6,167 万円

（0.9％）

総務費
8 億 8,073 万円（12.8％）

民生費
24 億 7,923 万円

（35.9％）

衛生費
7 億 7,482 万円（11.2％）

農林水産業費
1 億 9,012 万円

（2.8％）
土木費

6 億 6,620 万円（9.7％） 消防費
3 億 4,904 万円

（5.1％）教育費
6 億 9,735 万円（10.1％）

公債費
6 億 4,418 万円（9.3％）

その他
1 億 1,014 万円

（1.6％）
・労働費
・商工費など

・労働費
・商工費など

議会費
1 億 549 万円

（1.5％）
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　　　　歳出　使うお金　　　　　

　
　
　

　　　　　　
歳入　　　　入ってくるお金

0

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

60億円

70億円

80億円

町税
16 億 8,826 万円

（23.9％）
　諸収入

　使用料及び
　手数料 その他 7 億 734 万円

（10.0％）

地方交付税
22 億円

（31.2％）

国庫支出金
6 億 9,154 万円（9.8％）

町の借入金
5 億 8,530 万円（8.3％）

　県支出金

　その他

平成 28 年度
当初予算合計

70 億 5,187 万円
（100.0％）

平成 27 年度
当初予算合計

68 億 9,730 万円
（100.0％）

町税
16 億 8,966 万円

（24.5％）

その他 6 億 2,148 万円
（9.0％）

地方交付税
21 億 3,000 万円

（30.9％）

国庫支出金
6 億 7,780 万円（9.8％）

町の借入金
6 億 5,190 万円（9.5％）

諸収入

使用料及び
手数料

県支出金

その他

自
主
財
源

27
億
１
３
１
３
万
円

(

38
・
５
％
）

依
存
財
源

43
億
３
８
７
４
万
円

(

61
・
５
％
）

自
主
財
源

26
億
１
３
７
９
万
円

(

37
・
９
％
）

依
存
財
源

42
億
８
３
５
１
万
円

(

62
・
１
％
）

・分担金及び負担金
・繰入金など

・分担金及び負担金
・繰入金など

・地方消費税
・地方譲与税など

・地方消費税
・地方譲与税など

※数字は四捨五入している
ため、必ずしも合計と一致
するとは限りません。

●依
いぞんざいげん

存財源
国や県から交
付されるお金
や借金。

町が自主的に
集めることが
できるお金。

●自
じしゅざいげん

主財源

一般会計当初予算

1 億 4,499 万円
（2.1％）

1 億 7,254 万円
（2.5％）

4 億 8,753 万円
（6.9％）

3 億 7,437 万円
（5.3％）

1 億 2,992 万円
（1.9％）

1 億 7,273 万円
（2.5％）

4 億 6,339 万円
（6.7％）

3 億 6,042 万円
（5.2％）
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反
対
討
論

賛
成
討
論

　

新
年
度
の
政
府
予
算
案
は
、

消
費
税
増
税
を
前
提
に
社
会
保

障
の
改
悪
、
大
企
業
減
税
、
軍

事
費
増
な
ど
、
き
わ
め
て
反
国

民
的
な
予
算
で
す
。

　

平
成
28
年
度
鞍
手
町
一
般
会

計
予
算
は
、
基
本
的
に
は
政
府

予
算
に
追
随
す
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
中

学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
予
算

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
切

実
な
町
民
要
求
の
一
つ
が
実
現

す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
歓
迎
い

た
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

高
す
ぎ
る
国
保
税
や
ゴ
ミ
袋
料

金
の
引
き
下
げ
、
保
育
料
の
負

担
軽
減
、
同
和
関
係
予
算
に
は

メ
ス
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
税
の

公
平
性
も
保
た
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
点
の
解
決

策
を
示
し
、
国
保
税
や
ゴ
ミ
袋

料
金
の
値
下
げ
、
さ
ら
な
る
子

育
て
支
援
な
ど
、
町
民
の
暮
ら

し
と
営
業
を
応
援
す
る
予
算
に

組
み
換
え
て
い
く
こ
と
を
求
め

て
反
対
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

宇
田
川　
亮

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ

ら
れ
た
将
来
像
、「
新
た
な
ま
ち

で
躍
動
す
る
ま
ち 

く
ら
て
」
を

実
現
す
べ
く
所
要
の
予
算
措
置

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
新
た
な
観
光

資
源
の
創
出
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
加
や
土
地
利
用
の
方
向
性

を
示
す
都
市
計
画
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
予
算
、
住
民
福
祉

の
向
上
を
推
進
す
る
予
算
、
農

業
、
商
工
業
の
発
展
、
活
性
化

を
図
る
予
算
を
計
上
し
、
総
合

計
画
の
実
現
に
向
け
た
予
算
編

成
の
計
上
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ム
ラ
・
ム
ダ
の
排
除
に

つ
と
め
、
新
地
方
公
会
計
制
度

の
導
入
や
財
政
規
律
の
確
保
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
よ
う
と

し
て
い
る
姿
勢
が
伺
え
る
と
判

断
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま

す
。

田
中　
二
三
輝

国
保
会
計
の
財
政

赤
字
解
消
は

保
険
税
収
入
が
前
年

度
よ
り
下
が
っ
て
い

る
理
由
は
。

保
険
基
盤

安
定
の
拡

充
に
よ
る
保
険
税
軽
減
判
定

所
得
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽

減
の
世
帯
数
及
び
被
保
険
者

数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
増
加
分
は
公
費
で
補
助

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
税
収
入
が
減
額
と

な
り
ま
す
。

国
保
会
計
の
財
政
赤

字
が
約
１
億
４
５
０

０
万
円
ほ
ど
あ
り
、
一
般
会

計
よ
り
法
定
外
繰
入
を
し
て

主
な
質
疑

■
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
賛
成
９
・
反
対
２
で
可
決

問保
険
健
康
課
長

財
政
赤
字
を
段
階
的
に
解
消

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
る
が
い
つ
ま
で
に
解
消
す

る
の
か
。

各
市
町
村
、
こ

の
問
題
に
向
け

て
考
え
て
い
ま
す
が
、
地
方

自
治
体
だ
け
で
の
解
消
が
む

ず
か
し
く
国
に
か
け
あ
っ
て

解
消
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

町 

長
※
「
法
定
外
繰
入
」
と
は

　
「
法
定
外
繰
入
」
は
、

自
治
体
独
自
の
繰
り
入
れ

が
あ
り
、
主
に
保
険
税
の

負
担
を
和
ら
げ
、
決
算
の

赤
字
を
埋
め
、
国
の
基
準

を
超
え
る
検
診
な
ど
に
充

て
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、

一
般
会
計
の
財
政
は
厳
し

く
な
り
ま
す
。

■特別・事業会計別当初予算
会　　計　　名 平成２8 年度 平成２７年度 対前年比 議決結果

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２６億４，６１２万円 ２５億３，０１５万円 104.6％ 賛成９・反対２で可決

後期高齢者医療 ２億４，２１６万円 ２億５，２０８万円 96.1％ 全員賛成で可決
住宅新築資金等 ５４万円 １１６万円 46.6％ 賛成９・反対２で可決

流域関連公共下水道事業 ８億７，２１９万円 ８億１，２４６万円 107.4％ 全員賛成で可決
かんがい施設維持管理運営費 ５，０７３万円 ７，２４５万円 70.0％ 全員賛成で可決
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 １，１０２万円 １，０９６万円 100.5％ 全員賛成で可決
泉水団地改良住宅移設事業 廃止 １，１４８万円 － 全員賛成で可決

地方独立行政法人くらて病院貸付金 ２億５，７４５万円 ３億２，４９２万円 79.2％ 全員賛成で可決

水道事業会計
収 益 的 収 入 ３億４，１０１万円 ３億６，１８１万円 94.3％

全員賛成で可決
収 益 的 支 出 ３億５，０５２万円 ３億７，３９８万円 93.7％

※泉水団地改良住宅移設事業特別会計は、移設に伴う工事が完了したことに伴い、特別会計を廃止し条例改正が可決。

※

問
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平成27年度一般会計補正予算　1億1,835 万円を追加

総
務
費
の
財
産
管
理

費
（
加
速
化
）
の
委

託
料
と
工
事
費
の
中
身
は
。

工
事
費
の
内
容

は
、
旧
南
中
学

の
校
舎
を
利
用
し
た
事
業
に

関
連
し
て
、
校
舎
内
の
旧
多

目
的
室
の
畳
の
場
所
を
外
国

人
観
光
客
が
和
の
文
化
を
体

験
で
き
る
場
所
に
、
旧
図
書

室
を
プ
ロ
の
漫
画
家
を
目
指

す
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人

が
書
い
た
同
人
誌
と
呼
ば
れ

る
作
品
を
集
め
た
図
書
室
と

し
、
旧
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー

ム
は
、
今
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
ミ
ニ
四
駆
の
常
設
レ
ー

ン
を
設
置
し
て
競
技
場
所

に
、
保
健
室
は
ス
タ
ジ
オ
撮

影
に
訪
れ
た
人
の
更
衣
室
と

し
て
整
備
す
る
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

設
計
監
理
委
託
料
は
、
少

な
い
財
源
で
整
備
し
て
い
く

た
め
に
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
等

に
係
る
経
費
を
含
め
て
計
上

し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問総
務
課
長

商
工
振
興
費
の
加
速

化
事
業
、
学
校
ま
る

ご
と
サ
ブ
カ
ル
事
業
委
託
料

と
備
品
購
入
費
の
内
容
は
。

学
校
ま

る
ご
と

サ
ブ
カ
ル
事
業
は
、
国
に
申

請
を
し
て
い
ま
す
加
速
化
交

付
金
を
活
用
し
て
、
現
在
お

こ
な
っ
て
い
る
「
学
校
ま
る

ご
と
ア
ニ
メ
事
業
」

を
拡
大
し
、
交
流
人

口
の
増
加
や
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
図
ろ
う

と
す
る
事
業
で
す
。

　

今
回
、
外
国
人
観

光
客
の
誘
致
を
図
っ

て
い
く
た
め
の
委
託

料
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

内
容
は
、
く
ら
て

学
園
が
ア
ニ
メ
の

聖
地
だ
と
い
う
こ

と
を
外
国
人
が
理

解
で
き
る
よ
う
に

翻
訳
す
る
と
い
う
作

業
。
ま
た
、
国
内

の
旅
行
会
社
と
提
携

し
、
く
ら
て
学
園
の

取
り
組
み
を
海
外
の
イ
ベ
ン

ト
で
売
り
込
む
た
め
の
宣
伝

事
業
。
さ
ら
に
、
コ
ス
プ
レ

文
化
が
盛
ん
な
国
か
ら
人
を

招
き
、
体
験
を
し
て
も
ら
う

こ
と
や
本
町
の
観
光
資
源
等

の
良
さ
を
国
内
、
国
外
で
情

報
発
信
し
て
も
ら
う
事
業
等

の
委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

備
品
購
入
費
等
の
内
訳

は
、
作
者
の
了
解
を
得
た
上

で
来
訪
者
が
読
め
る
よ
う
に

約
２
千
点
以
上
の
同
人
誌
の

購
入
費
で
す
。

　

ま
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
等
の

製
作
に
係
る
備
品
や
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ナ
で
全
身
の
形
が
ス

キ
ャ
ン
ニ
ン
グ
で
き
る
機

械
、
ミ
ニ
四
駆
の
整
備
に
係

る
備
品
を
購
入
す
る
よ
う
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

▶
ア
ニ
メ
コ
ス
プ
レ
撮
影
風
景

（
く
ら
て
学
園
サ
イ
ト
よ
り
）

問地
域
振
興
課
長

▼
全
員
賛
成
で
可
決

　

本
補
正
予
算
は
、
旧
鞍
手

町
立
南
中
学
校
の
校
舎
を
活

用
し
た
「
学
校
ま
る
ご
と
ア

ニ
メ
事
業
」
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ニ
メ
同

人
誌
の
図
書
室
等
整
備
費
を

計
上
し
て
、
集
客
・
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
、
ま
ち
に

賑
わ
い
を
も
た
ら
す
た
め
の

事
業
費
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
移
住
・
定
住

者
を
呼
び
込
む
た
め
の
地
域

活
性
化
・
移
住
定
住
促
進
事

業
に
か
か
る
費
用
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
２
つ
の

事
業
を
含
む
９
つ
の
事
業
が

平
成
28
年
度
予
算
へ
繰
り
越

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

た
事
業
の
確
定
等
に
よ
り
国
・

県
支
出
金
、
町
債
及
び
財
政

調
整
基
金
へ
の
繰
入
金
等
を

調
整
し
た
結
果
、
１
億
１
８

３
５
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
73
億
９
９
５
２

万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧鞍手町立南中学校校舎を利用した
集客・交流人口の増加を図る事業を計上

※
サ
ブ
カ
ル
事
業
と
は

　

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業

の
略
で
若
者
文
化
な
ど
若

い
人
に
よ
る
新
し
い
文
化

事
業
の
こ
と
。

※
コ
ス
プ
レ
と
は

　

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
プ
レ
ー

の
略
で
漫
画
・
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
等
の
登
場
人
物
の

衣
装
・
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
な

ど
を
ま
ね
て
変
装
・
変
身

す
る
こ
と
。

※
ス
キ
ャ
ン
ニ
ン
グ
と
は

　

ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
て
写

真
や
文
書
な
ど
の
原
稿
を

読
み
取
り
、
デ
ジ
タ
ル
の

画
像
に
変
換
す
る
こ
と
。

※

※

※
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が
、
当
然
そ
れ
だ
け
で
は
不

足
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
を
建
て
る
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

や
、
不
動
産
業
者
に
相
談
を

し
ま
す
の
で
、
そ
の
方
面
に

も
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
少
し
で
も

町
内
で
家
を
建
て
て
も
ら
う

よ
う
に
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

定
住
促
進
事
業
奨
励

金
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
当
初
の
見
込
み
件

数
と
最
終
申
込
件
数
は
い
く

ら
か
。

当
初
見

込
世
帯

数
は
１
７
８
世
帯
の
１
０
７

５
万
８
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、
実
績
は
１
４
４

世
帯
の
８
５
７
万
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
２
１

８
万
６
千
円
減
額
し
て
い
ま

す
。

定
住
促
進
を
図
る
た

め
に
Ｐ
Ｒ
方
法
を
今

後
考
え
る
べ
き
で
は
。Ｐ

Ｒ
の

方
法
は

ポ
ス
タ
ー
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
紹
介
し
て
い
ま
す

人
口
増
加
を
図
る
た
め

ま
ち
へ
の
定
住
を
促
進

問地
域
振
興
課
長

問地
域
振
興
課
長

▶
町
内
に
住
宅
を
取
得
し
て

定
住
す
る
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
人
に
定
住
促
進

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。（
詳
し
く
は
、
地
域
振

興
課
へ
）

し
居
住
を
さ
れ
て
い
た
方

が
、
本
日
か
ら
町
に
移
住
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
実
績
を
基
に
、
こ
の

方
と
、
こ
れ
ま
で
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
地
区
の
方
と

で
新
た
に
情
報
発
信
を
し
て

い
こ
う
と
す
る
事
業
で
す
。

　

そ
れ
と
併
せ
て
、
こ
の
事

業
費
の
中
に
は
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
費
用
の
ほ

か
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
体
験
型
の
お
見
合
い
活

動
を
し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ

い
ろ
な
出
会
い
や
、
町
の
魅

力
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

情
報
発
信
し
て
い
く
事
業
で

す
。

住みやすさや
地域の魅力を

移
住
定
住
促
進
事
業

や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
。

移
住
定

住
促
進

事
業
は
、
国
の
補
正
予
算

に
伴
う
加
速
化
交
付
金
を

活
用
し
て
、
平
成
28
年
度

事
業
で
計
上
す
る
と
こ
ろ

を
、
前
倒
し
し
て
平
成
27

年
度
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
昨
年
10
月
か
ら

県
と
一
緒
に
お
こ
な
い
ま
し

た
ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
テ
イ
で
、
鞍
手
町
に
お
試

主
な
質
疑

問政
策
推
進
課
長

※

▶地域の魅力を情報発信

軽
度
外
傷
性
脳
損

傷
・
脳
し
ん
と
う

の
周
知
と
予
防
、

そ
の
危
険
性
や
予

後
の
相
談
の
出
来

る
窓
口
な
ど
の
設

置
を
求
め
る
陳
情

陳　
情

　
国
の
関
係
機
関
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

　
大
阪
府
東
大
阪
市
六
万

　
寺
町
３
の
12
の
33

　
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
仲
間
の
会　

代
表　
藤
本  

久
美
子

　

(

全
員
賛
成
で
採
択)

情報発信

※
「
ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
テ
イ
」
と
は

　

福
岡
県
は
、
首
都
圏
を

は
じ
め
と
す
る
県
外
か
ら

の
移
住
希
望
者
に
、
福
岡

県
内
の
市
町
村
で
一
定
期

間
お
試
し
居
住
を
し
な
が

ら
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら

い
、
福
岡
県
の
住
み
良
さ

や
地
域
の
魅
力
を
「
福
岡

県
移
住
・
定
住
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
に
ブ
ロ
グ
で
情

報
発
信
し
て
も
ら
う
事
業

で
す
。

※
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は

　

人
口
減
少
時
代
に
入
っ

た
日
本
に
お
い
て
、
全
国

の
自
治
体
は
生
き
残
り
を

か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
観
光
客

増
加
・
定
住
人
口
獲
得
・

企
業
誘
致
等
を
目
的
と
し

て
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
、
知
名
度
を
向
上
さ

せ
る
活
動
で
す
。

※



⑦ 平成28年 4月 28日発行　鞍手町議会だより　No.111

　

平
成
28
年
１
月
23
日
か

ら
25
日
に
か
け
て
、
記
録

的
な
寒
波
に
よ
り
町
内
の

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂

や
破
損
が
約
２
５
０
件
発

生
し
ま
し
た
。

　

水
道
業
者
に
緊
急
対
応

を
要
請
し
、
水
道
管
の
早

行
政
報
告

期
復
旧
に
努
め
、
給
水
制

限
や
断
水
を
回
避
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
漏
水
分
の
水
道
料

金
は
全
額
減
免
し
、
農
作

物
被
害
や
人
的
被
害
は
な

い
と
町
長
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

●
平
成
28
年
１
月
の

　
寒
波
被
害
に
つ
い
て

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
を
選
任

　

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
の
任
期
が
３
月
31
日
で
満
了
す
る
の
で
、

選
挙
（
指
名
推
薦
）
を
行
い
、
次
の
方
々
を
選
任
し
ま
し
た
。

※
任
期
（
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31
日
）

（
委　
員
）

（
補
充
員
）

▼
全
員
賛
成
で
承
認

○
専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

▼
全
員
賛
成
で
可
決

○
第
５
次
鞍
手
町
総
合
計
画
基
本
構
想

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定

○
行
政
不
服
審
査
会
条
例

○
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金
基
金

　
条
例

○
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

　
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

○
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

　
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

○
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
乳
幼
児
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

　
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
置
及
び

　
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

○
公
民
館
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設
事
業
引
当
基
金

　
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

○
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合
規

　
約
の
変
更

○
連
携
中
枢
都
市
圏
北
九
州
都
市
圏
域
の
形

　
成
に
係
る
北
九
州
市
と
の
連
携
協
約
の
締

　
結
に
関
す
る
協
議

○
工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

　
く
平
成
26
年
度
及
び
平
成
27
年
度
固
定
資

　
産
税
の
課
税
免
除
の
変
更

▼
全
員
賛
成
で
認
定

○
町
道
路
線
の
変
更

■
そ
の
他
の
議
案

野の

中な
か

　
照て
る
彦ひ
こ
氏

（
木
月
）

中な
か
西に
し

　
憲け
ん
治じ

氏

（
中
山
）

香か

月つ
き

　
勇い
さ
夫お

氏

（
木
月
）

野の

上が
み

　
忠た
だ
良よ
し
氏

（
中
山
）

樫か
し
山や
ま

　
た
ず
子こ

氏

（
小
牧
）

友と
も
ひ
ろ廣

　
任た
か
ま
さ雅
氏

（
新
延
）

古ふ
る
の野

　
明あ
き
ひ
ろ裕
氏

（
小
牧
）

白し
ら
い
し石

　
實み

え枝
氏

（
新
北
）
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５人が
一般質問

知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

５．岡
おかざき

﨑　邦
くにひろ

博　議員・・・・・・・・・・・・・・１3

・まちづくりについて
・公共下水道事業の現状と今後について

 一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問
点について質問することです。一般質問の内容、答弁は質問者自身が
要約し、広報委員会が校正したものです。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧で
きます。※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますの
で、ご了承下さい。

２．須
すどう
藤　信

しんいちろう
一郎　議員・・・・・・・・・・・・・10　

・西川たぶ木
のき

橋
ばし

について

４．宇
う た が わ
田川　亮

あきら
　議員・・・・・・・・・・・・・・12　

・国民健康保険事業の広域化について
・ゴミ袋料金の引き下げについて

１．竹
たけうち
内　利

りいち
一　議員・・・・・・・・・・・・・・・9

・すまいるバス・もやいタクシー等について
・鞍手インターチェンジ周辺開発について

・ふるさと納税について

３．鯵
あじさか
坂　省

しょうじ
治　議員・・・・・・・・・・・・・・11　

・子どもの貧困対策について
・ふるさと納税の今後の考えは
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▶鞍手インターチェンジ周辺開発予定地

竹内　利一 議員

町
長
「
納
税
手
続
き
を
簡
素
化

　
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
」

問
ふ
る
さ
と
納
税
を

　
　
　
増
や
す
検
討
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
と
今
後
は
。本

町
の
現

状
は
、
平

成
28
年
２
月
末
現
在
で
ふ
る

さ
と
納
税
は
55
件
、
額
は

１
２
８
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
多
く
の
町
民

政
策
推
進
課
長

問問

▶
特
産
品
と
し
て
販
売

　
　
　
　
「
鞍
手
ぶ
ど
う
」

一
般
の
利

用
者
や
中

学
生
も
利
用
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
利
用
状
況
や
利
用

者
の
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え

素
案
を
作
成
し
、
学
識
経
験

者
や
住
民
代
表
、
交
通
事
業

者
、
道
路
管
理
者
、

警
察
等
々
で
組
織

し
て
い
る
地
域
公

共
交
通
会
議
で
協

議
し
、
決
定
を
し

て
い
ま
す
。

ス
ク

ー
ル

バ
ス
化
は
基
本
的

に
「
も
や
い
タ
ク

シ
ー
」
で
通
学
し

て
い
た
長
谷
線
及

び
上
木
月
線
に
対

応
す
る
も
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
は

他
の
路
線
の
生
徒

の
通
学
等
に
は
利

用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
要

望
・
苦
情
等
は
、
教
育
課
で

対
応
い
た
し
ま
す
。

教
育
課
長

鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
開
発

流
関
係
事
業
者
等
と
進
出
に

つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。

す
ま
い
る
バ
ス
・
も
や
い

タ
ク
シ
ー
等
の
運
行

今
後
の
運
行
に
つ
い

て
検
討
は
。

問

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
開
発
の
進
捗
状

況
は
。
問

問

の
皆
さ
ん
か
ら
斬
新
な
ア
イ

デ
ィ
ア
、
ご
意
見
を
募
り
、

我
が
鞍
手
町
の
未
来
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
ま
す
が
。

い
ろ
ん
な
ア
イ

デ
ィ
ア
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
で
納
税
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
28
年
度
か
ら
導

入
を
考
え
て
い
ま
す
。

　町 

長

地
域
振
興
課
長

約
３
万
８

２
０
０
坪

に
つ
い
て
は
、
地
権
者
と
の

土
地
の
売
買
契
約
が
完
了
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
事
業
主

体
で
あ
る
合
同
会
社
鞍
手
中

山
開
発
が
中
心
と
な
り
、
物

地
域
振
興
課
長

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

だ
け
で
は
難
し
い
の

で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
新
幹
線

駅
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

開
発
が
早
い
の
で
は
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
開
発

に
よ
っ
て
は
、
新
幹
線
の
筑

豊
駅
、
こ
れ
も
不
可
能
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　町 

長
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▶西川に架かる「たぶ木
のきばし

橋」

須藤 信一郎 議員

た
ぶ
木
橋
が
架
け
替

え
ら
れ
て
、
丁
度
一

年
に
な
る
が
、
通
行
止
め
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
道
と
繋
が
り
完
成
す
る

の
は
何
時
頃
に
な
る
の
か
。

た
ぶ
木
橋
の
工

事
は
福
岡
県

が
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県

の
方
に
確
認
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
供
用
開
始
時
期
に
つ
い

て
は
、
周
辺
家
屋
の
工
事
に

つ
い
て
了
承
が
得
ら
れ
れ
ば

完
成
時
期
を
平
成
28
年
９
月

頃
に
予
定
し
て
い
る
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

橋
が
従
来
の
高
さ
に

比
べ
か
な
り
高
く
な

町長「福
ふくおかけんどせいびじむしょ
岡県土整備事務所と

　　協議したいと思います」

か
る
部
分
は
低
く
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
要
望
も
出
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
聞
い
て
も
ら

え
な
か
っ
た
と
の
事
。
こ
の

先
工
事
を
進
め
る
場
合
、
県

土
整
備
事
務
所
に
十
分
留
意

し
て
い
た
だ
く
よ
う
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

私
も
た
ぶ
木
橋

の
前
の
住
民
の

方
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
本
当
に
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町 

長

西川たぶ木
のきばし
橋の

　架け替え工事の進捗状況は？問

問問 建
設
課
長

っ
て
い
る
。
橋
と
町
道
と
の

高
低
差
が
60
㎝
ほ
ど
あ
り
向

か
い
の
家
の
玄
関
口
よ
り
橋

桁
の
方
が
一
見
し
て
高
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
高
低

差
は
設
計
上
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

高
低
差
に
つ

い
て
は
、
現

況
の
道
路
に
比
べ
て
60
㎝
ほ

ど
橋
の
方
が
高
く
な
っ
て
、

家
の
方
が
沈
む
よ
う
な
形
に

な
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も

高
さ
の
差
を
小
さ
く
す
る
よ

建
設
課
長

う
に
、
取
り
付
け
道
路
の
計

画
の
見
直
し
を
現
在
行
っ
て

い
る
と
県
の
方
か
ら
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
橋
と
町
道

が
繋
が
っ
て
い
な
い

の
で
何
と
も
言
え
な
い
が
、

こ
の
先
現
状
の
ま
ま
で
工
事

が
行
わ
れ
た
場
合
、
大
雨
の

時
な
ど
、
橋
か
ら
家
屋
の
玄

関
方
向
へ
水
が
流
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
住
民

の
方
か
ら
は
橋
の
中
央
部
は

高
く
と
も
よ
い
が
町
道
に
か

問

　

県
土
整
備
事
務
所
の
所
長

と
も
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

県
も
当
初
の
計
画
か
ら
変

更
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
所
長

の
交
代
等
も
あ
り
明
確
な
回

答
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
し
っ
か
り
や
っ
て
く

だ
さ
い
と
伝
え
て
お
き
ま
し

た
。

　

県
土
整
備
事
務
所
と
、
再

度
協
議
を
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▶道路との高低差について見直し

一般質問
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ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

小
中
学
校
だ
け
で
な
く
幼

児
期
に
お
け
る
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
も
、
今
後
取
り
組

み
を
密
に
進
め
て
行
き
た
い

と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。現

在
の
就
学
援
助
入

学
準
備
金
に
つ
い
て
、

必
要
の
額
を
カ
バ
ー
が
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

認
定
に
つ
い
て

は
、
近
隣
の
市

町
と
比
較
し
て
も
鞍
手
町
は

対
象
と
な
る
基
準
を
幅
広
く

設
定
し
て
支
援
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
支
援
費

の
金
額
の
見
直
し
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
政
的
に
厳
し

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
て
、

今
後
と
も
社
会
情
勢
等
を
注

視
し
な
が
ら
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
ま
し
て
児
童
生
徒
の

就
学
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
で
き
な
い
自
治

体
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
実

績
額
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

も
っ
と
活
用
す
る
検
討
は
。

や
は
り
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
発

お
け
る
高
校
生
以
下
の
人

数
は
１
０
３
人
で
、
ま
た

小
中
学
校
に
お
い
て
就
学
援

助
を
受
け
る
準
要
保
護
者
は

２
３
６
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
両
者
を
併
せ
る
だ
け
で

も
相
当
数
の
子
ど
も
が
貧
困

状
態
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
の
増

加
、
い
わ
ゆ
る
一
人
親
家
庭

が
増
加
を
し
て
お
り
、
そ
の

世
帯
に
於
け
る
高
校
生
以
下

の
人
数
は
、
現
在
３
５
８
人

に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
経
済
的
な
も
の
を
含

め
生
活
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
は
間
違
い
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
、
そ
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
ま
し
て
も
、
何

▶幼児期における教育の充実を

鯵坂　省治 議員

率
は
、
平
成
24
年
に
16・
３
％

で
過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
約

６
人
に
１
人
、
実
に
３
０
０

万
人
を
超
え
る
子
ど
も
が
貧

困
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
子
ど
も
の
貧
困

率
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
今

の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
生
活
保
護
世
帯
に

町
長
「
幼
児
期
に
お
け
る

　
教
育
の
充
実
も
図
り
た
い
」

子
ど
も
の
貧
困
は
虐

待
や
不
登
校
、
非
行

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
将
来
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
か
ら
こ

そ
、
深
刻
化
す
る
前
に
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
に
お
け
る

子
ど
も
の
貧
困

問

問

　町 

長

教
育
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
今
後
の
考
え
は

問

信
力
と
い
う
の
は
、
非
常
に

影
響
力
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
り

方
、
導
入
の
仕
方
と
か
、
そ

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
す
る
と

か
、
そ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ

な
部
分
に
つ
い
て
、
手
を
加

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

　町 

長

う
に
就
学
援
助
制
度
の
趣
旨

に
基
づ
き
ま
し
て
、
適
切
な

運
用
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

一般質問

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

　
　
つ
い
て
の
考
え
は
？
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宇田川　亮 議員

▶搬入車

県
か
ら
の

具
体
的
な

指
導
は
あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
広
域
化
に
向
け
て

昨
年
、
共
同
運
営
準
備
会
を

立
ち
上
げ
、
こ
れ
か
ら
ど
う

し
て
い
く
の
か
、
市
町
村
と

県
と
で
話
し
合
っ
て
い
く
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

広
域
化
に
向
け
て
、

国
保
会
計
の
健
全
化

を
、
ど
う
や
っ
て
図
っ
て
い

く
の
か
。

約
１
億
４
５
０

０
万
円
あ
る
国

保
会
計
の
累
積
赤
字
解
消

は
、
国
保
税
の
値
上
げ
は
せ

ず
、
国
保
税
の
収
納
率
向
上

や
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
り
入
れ
で
健
全
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町 

長

町長「引き下げの話は出ています」

高すぎるごみ袋
　料金の引き下げを問

が
、
足
並
み
を
揃
え
て
も
ら

わ
な
い
と
困
る
と
い
う
こ
と

を
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
で
起
債
が
終
わ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
少

し
で
も
引
き
下
げ
よ
う
か
と

い
う
話
は
出
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
減
量
化
の
具
体

策
と
目
標
ま
で
決
め

て
、
ど
う
す
れ
ば
ゴ
ミ
袋
を

問

じ
ん
芥
組
合
長
、
副

組
合
長
の
ゴ
ミ
袋
料

金
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
認
識

は
。

宮
若
市
、
小
竹

町
の
両
首
長
と

も
、
雑
談
の
中
で
は
高
い
と

い
う
認
識
は
持
た
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
料
金
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
と
、
町
長
が

ど
う
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
主
導

権
）
を
発
揮
し
て
き
た
の
か
。

正
副
組
合
長
会

議
の
中
で
、
引

き
下
げ
の
話
は
し
ま
し
た

町 

長
町 

長
問問

国
保
会
計
の
健
全
化
は

問

県
は
、
５
年
前
に
市

町
村
国
保
広
域
化
支

援
方
針
を
決
定
し
、
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
と
繰

上
充
用
の
解
消
、
収
納
率
の

引
き
上
げ
等
を
掲
げ
て
市
町

村
を
指
導
し
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
具
体
的
に
ど
ん
な

指
導
が
あ
っ
て
い
る
の
か
。

問

保
険
健
康
課
長

引
き
下
げ
ら
れ
る
の
か
、
本

格
的
な
議
論
を
じ
ん
芥
組
合

の
中
で
も
是
非
開
始
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

抜
本
的
に
掘
り

下
げ
て
議
論

し
、
き
ち
ん
と
し
た
取
り
組

み
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 町 

長 ▶くらじクリーンセンター（宮若市）

▶固形燃料（RDF） ▶固形燃料搬出

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処

理
施
設
組
合
と
は

　

宮
若
市
、
鞍
手
町
、
小

竹
町
で
運
営
す
る
ゴ
ミ
処

理
施
設
組
合
で
、
各
地
域

よ
り
出
さ
れ
る
可
燃
性

一
般
廃
棄
物
及
び
可
燃
性

粗
大
ご
み
を
「
く
ら
じ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
固

形
燃
料
化
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
し
、

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

㈱
の
発
電
所
の
熱
源
と
し

て
有
効
利
用
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
再
生
し
て
い

ま
す
。

▶国保会計の健全化を

一般質問
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今
後
人
口
が
減
少
し
、
２
０

４
０
年
に
は
計
画
人
口
を
下

回
り
、
あ
る
時
点
か
ら
過
剰

な
資
本
に
な
っ
て
い
く
が
、

今
後
の
下
水
道
計
画
を
ど
う

す
る
の
か
。

岡﨑　邦博 議員

い
の
に
97
億
円
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
全
体
で
は
４
０
０

億
円
近
い
事
業
費
に
な
る

が
、
全
体
の
計
画
人
口
は
何

人
か
。

１
万
３
８

０
０
人
で

す
。

現
在
の
人
口
は
約
１

万
６
０
０
０
人
だ
が
、

町
長
「
人
口
は
、
も
っ
と
増
え
る
と
思
う

が
、
無
駄
な
投
資
は
い
か
が
な
も

の
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

問
今
後
人
口
が
減
少
す
る

　
中
で
の
下
水
道
計
画
は
？

下
水
道
事
業
の
全
体

計
画
面
積
に
対
す
る

進
捗
率
は
。
ま
た
現
在
ま
で

の
総
事
業
費
は
。

平
成
26
年

度
末
の
面

整
備
比
率
は
26
・
８
％
。
総

事
業
費
は
97
億
円
で
す
。

事
業
は
ま
だ
４
分
の

１
し
か
進
ん
で
い
な

上
下
水
道
課
長

問問

問 上
下
水
道
課
長

10
年
先
、
20
年

先
の
将
来
の
こ

と
は
神
様
で
な
い
と
わ
か
ら

な
い
と
思
う
の
で
、
１
年
ご

と
に
予
測
を
立
て
努
力
を
し

ま
す
。
逆
に
人
口
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
が
、
無
駄
な
投
資
は
い
か

が
な
も
の
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

今
後
、
費
用
対
効
果

を
考
え
れ
ば
条
件
の

悪
い
地
域
に
下
水
道
を
布
設

　町 

長

多
く
の
予
算
を
使
っ

て
観
光
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が

基
本
理
念
と
し
て
ど
う
い
う

ま
ち
を
考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
町

が
進
め
る
く
ら
て
学
園
構
想

な
ど
で
交
流
人
口
を
増
や

し
、
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
、
定
住
を
促
進
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
は
、

地
域
特
性
を
把
握
し
た
効
果

的
な
政
策
立
案
を
求
め
て
い

る
が
、
学
校
ま
る
ご
と
ア
ニ

メ
事
業
は
鞍
手
の
ど
う
い
う

特
性
を
把
握
し
た
事
業
か
。

観
光
資
源
の
な

い
鞍
手
町
で
は

何
ら
か
の
形
で
人
を
呼
び
込

め
ば
、
商
売
な
ど
の
波
及
効

果
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
お

り
、
く
ら
て
学
園
は
最
終
的

に
は
世
界
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　町 

長
問町 

長

問

す
る
こ
と
に
な
り
、
下
水
道

全
体
の
高
コ
ス
ト
化
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
。

地
形
的
条

件
や
住
宅

の
集
積
度
合
い
で
、
費
用
対

効
果
が
低
く
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
、
小
型
合
併
浄
化
槽

の
設
置
補
助
も
活
用
し
な
が

ら
整
備
し
ま
す
。

観
光
と
か
、
ま
ち
づ

く
り
、
町
お
こ
し
な

ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
た

事
業
費
の
総
額
は
。特

産
品
の

販
売
戦
略

海
外
戦
略
事
業
、
学
校
ま
る

ご
と
ア
ニ
メ
事
業
な
ど
で
26

年
度
と
27
年
度
現
在
で
、
県

や
国
の
交
付
金
、
補
助
金
等

を
活
用
し
、
総
額
６
６
７
１

万
円
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問地
域
振
興
課
長

▶整備中の下水道工事

問

上
下
水
道
課
長

一般質問
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今
年
の
気
候
は
、
例
年
に
な
く

温
度
差
が
激
し
く
風
邪
を
ひ
か
れ

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
は
、
新
年
度
予
算

に
つ
い
て
真
剣
な
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
一
般
質
問
で
は
５
名
の
議

員
が
質
問
を
行
い
、
身
近
な
こ
と

か
ら
、
長
期
の
展
望
に
立
っ
た
問

題
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
町
民
の
生
活
に
根
ざ
し

た
問
題
で
す
。

　
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　

（ 

須
藤　
信
一
郎 

）

■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
111
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　　 議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できます。受付は、当日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通訳者を派遣しています（無料）。これには事前予約が必要です。
　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　議会事務局　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

議会を傍聴しませんか （次回は、６月議会です。）

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

星　

正

彦

委
員
長

須　
山　
由
紀
生

副
委
員
長

竹

内

利

一

委

員

鯵

坂

省

治

委

員

熊

井

照

明

委

員

委

員

須　
藤　
信
一
郎

須　
藤　
敏　
夫

表紙の紹介 剣第一保育所　入所進級式

　剣第一保育所では、４月１日に新しいお友達を迎え、入所進

級式が行われました。

みんな大きくなったクラスに最初はドキドキしていましたが、

すぐにいつものみんなになりました。

　つるぎ１っこの合言葉　「きょうも元気」「もっともっと元気」

明日から楽しいことさがしの始まりです。

剣第一保育所長


